
秦 野 市 市 制 7 0 周 年 記 念 事 業

「里 山 」身 近 に あ る宝 の 山 を次 の 世 代 へ

日 時 : 令 和 7 年 1 2 月 2 0 日 ( 土 ) 1 5 :3 0 か ら1 7 :3 0

場 所 : 秦 野 市 鶴 巻 2 18 2 鶴 巻 公 民 館 多 目 的 ホ ー ノレ

定 員 ：10 0 名  予 約 不 要

参 加 費 無 料  ※ 託 児 あ り 兄 弟 3 人 まで 5 0 0 円

主 催 ：里 山 再 生 の 会 あ わ い の も り

里 山 で 活 躍 す る若 手 3 人 が 登 壇 し、里 山 の 魅 力 を語 ります

登 壇 者 : 里 山 再 生 の 会 あ わ い の も り代 表  山 口 修 平

奈 良 県 出 身 19 7 0 年 生 ま れ

県 外 郭 の 水 道 企 業 団 で 水 質 検 査 を 行 っ て い た が 早 期 退 職 し、2 0 2 3 年 に 秦 野 市

鶴 巻 • 大 根 地 区 で 里 山 再 生 の 会 あ わ い の も りを 立 ち 上 げ る

シ ン グ ル フ ァ ー ザ ー で 2 人 の 娘 を 育 て 仕 事 、家 事 、育 リJ を こ な し て き た 経 験 か ら、

な ん で も こ な す タ イ プ 。現 在 も地 域 の 子 ど も会 会 長 、 コ コハ ダ しA B 、A D D r e ss鶴

巻 温 泉 A 邸 家 守 、鶴 巻 公 民 館 前 の 農 園 管 理 、民 泊 の 管 理 や 清 掃 な ど の 他 、足 で

身 体 を ほ ぐ す 「楽 健 法 」を教 え 、施 術 も お こ な っ て い る。

ア ニ メ や 演 劇 が 好 き で 、殺 陣 ( た て ) パ フ ォ ー マ ン ス を 年 に 数 回! 出 演 し て い る。

登 壇 者 : ( 一 社 ) コ ン コ ン トフ ィー ノレド理 事 牧 篤 生

神 奈 川 県 生 ま れ

梅 農 家 に な る た め に 勉 強 中 だ っ た 頃 に 十・中 環 境 、環 境 再 生 と い う視 点 を し り、

ワ ー ク シ ョッ プ に 参 加 し た こ と を き っ か け に 様 々 な 現 場 に 足 を 運 ぶ よ う に な る。

現 在 は 自 給 米 や 少 量 の 梅 や 柿 の 栽 培 を し つ つ 、健 全 な 土 中 環 境 や 生 物 多 様 性 を

つ くっ て い くた め に 里 山 、 災 害 現 場 、個 人 の 庭 な ど 、様 々 な フ ィー ル ドで 環 境 再 生

活 動 を し て い る。

2 0 2 3 年 1 2 月 よ り一 般 社 団 法 人 コ ン コ ン トフ ィ ー ル ドの 理 事 と し て 、水 源 再 生 ・生

物 多 様 性 豊 か な 森 づ くりを行 っ て い る。

登 壇 者 : 特 定 非 営 利 活 動 法 人 イカ ( ろ く) 代 表  根 本 秀 嗣

茨 城 県 出 身 19 7 5 年 生 ま れ

自 転 車 便 か ら登 山 の 世 界 へ 。 都 内 の パ イ シ ク ノh メ ッセ ン ジ ャ ー 会 社 Ft -ser v J で 登

山 ク ラ ブ に 入 り、国 内 外 の 山 や 岩 壁 を 登 っ て き た 。

そ の 後 、 ヒ マ ラ ヤ に 魅 せ ら れ て 複 数 回 通 い つ め 、 土 に 生 き る ヒ マ ラ ヤ の 民 か ら暮 ら

し を 学 ぶ こ と に 。

2 0 2 1年 、松 田 町 寄 で 炭 焼 き再 生 プ ロ ジ ェ ク トを し て い た 仲 間 と共 に N P O 法 人 仇

( ろ く) を 発 足 し、里 山 の 暮 ら し に 新 た な 切 り口 を 加 え た 楽 し み を 普 及 し て い る。

職 歴 と し て • 登 山 ガ イ R 自 然 環 境 調 査 員 、 ア ー ボ リス トな ど 。

問 合 せ 里 山 再 生 の 会 あ わ い の も り i n f o @a w a i n o m o r i .c o m



秦 野 市 市 制 7 0 周 年 記 念 事 業

「里 山 」身 近 に あ る宝 の 山 を次 の 世 代 へ

「森 林 観 光 都 市 」秦 野 市 は 環 境 省 の 「生 物 多 様 性 保 全 上 重 要 な 里 地 里 山 」に 、 市 内

全 域 が 指 定 さ れ て い る 全 国 で も 稀 有 な 地 域 で す 。

し か し、 そ の 里 山 保 全 に 危 機 が 訪 れ て い ま す ° 秦 野 市 市 制 70 周 年 を 機 に 、私 た ち の

身 近 に あ る 「宝 の 山 ( 里 山 ) 」を 一 緒 に 見 直 し て み ま せ ん か 。

第 一 部 : 1 5 :4 0 ～ 懐 か し い 景 色 を 次 の 世 代 へ 山 口 修 平

• 里 山 の 概 略 説 明 / あ わ い の も りの 活 動 紹 介 / 里 山 団 体 間 の 連 携 に つ い

る ん か ら の 里 山 保 全 の あ りか た 提 言

令 和 5年 に 設 立 した 秦 野 市 鶴 巻 • 大 根 地 区 で 活 動 す る団 体

Y  m  現 代 の 里 山 を 「癒 し、交 流 、学 び 、挑 戦 の 場 」と定 義 し、 「あ わ い ( 古 語

y  の 間 の 意 味 ) 」を大 事 に 、ゼ ロ とイ チ の 間 、 自 然 と人 里 、 日 常 と非 日 常

の 狭 間 を ゆ る く活 動 して い ま す 。

第 二 部 : 16 :0 0 ～ こ ん こ ん と 水 の 湧 く里 山 を つ く りた い  牧 篤 生

• 生 物 多 様 性 に 配 慮 し た 里 山 整 備 • 一 社 コ ン コ ン トフ ィ ー ノレドの 活 動 紹 介

大 井 町 山 田 村 で 活 動 す る 団 体 。水 源 再 生 と 田 ん ぼ 作 りが 活 動 の 柱 。

フ ン コ ン ト 失 わ れ ゆ く水 源 を復 活 さ せ 、杜 を つ くり里 山 コ モ ン ( 共 有 財 産 ) として 、

フ ィ ー ¦し ド 千 年 後 の 未 来 へ つ な げ ま す む年 間 の 田 仕 事 を通 して 、 自 らの ノレー ツ に

立 ち還 れ る様 な 有 機 的 な フ ィー ル ド作 りを 目 指 し て い ます

第 三 部 : 16 :2 5 ～ ヒ トノ チ カ ラ 紡 ぐ、 心 豊 か な 里 山 社 会 へ  根 本 秀 嗣

- N PO tt の 活 動 紹 介 / 松 田 町 x イカ 『木 質 バ イ オ マ ス 事 業 』/ 東 海 大 ><イカ 『里 山

香 りプ ロ ジ ェ ク ト』

汗  塩 魅  「人 の 力 を合 わ せ て 事 を成 す 」とい う意 味 を 託 し 「イ力 ( ろ く) 」と

"  
S / 匕 非 名 付 け ま し た 。人 と人 と の 出 逢 い 、 コ ミュ ニ テ ィ同 士 の 繋 が り

・衣 微  設
が 幾 重 に も層 を成 し た と き、垣 間 見 え た 豊 か な 社 会 の 実 現

資 ・ * \  0  に、地 域 資 源 を掘 り起 こ し、持 続 活 用 の 場 を つ くりあ げ ま す 。

第 四 部 : 16 :5 0 ～ 1 7 :3 0 登 壇 3 者 に よ る ク ロ ス トー ク

4 0～50代 の 若 手 が 活 躍 す る 3 つ の 甲- ¦ ¦ ［団 体 か ら、 甲, 山 の 魅 力 や 、人 を惹 きつ け

続 け る活 動 に つ い て 、報 告 と提 言 を行 い ま す 。


